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未熟練者指導における柔道投げ技の運動課題

三戸範之’

MovementTasksofJudoThrowing恥chniquesinInstructingNovices
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Summary

Thepurposeofthisstudywastoexaminemovementtasksofjudothrowingtechniquesininstructingnovices、

Participantswere28highschoolsmdentswhoattendedjudoclasses､Thel9movementtaskswereselectedtoana‐

lyzefromintegralpartsofthrowingtechniques:ｏ"c〃-garj,〃-orosﾉzj,seoMage,ａｎｄﾉzamj-goshj・Visualinstruc‐

tionsproceededaboutmovementprocessesofthrowingtechniquesinthefirstclassandabouteachmovement

tasksofthrowingtechniquesinthe2ndclassfbllowedbythepracticesofthrowingtechniques・Participantswere

evaluatedwhethertheirperfbrmancesofthemovementswerecorrectornotinpracticesofthrowingtechniques・

Binomialtestswereconductedandtheresultsdemonstratedasfbllows・Ｔｈｅｎumberoftheparticipantswhoper‐

fbrmedcorrectlywasmorethanthatoftheparticipantswhoperfOrmedincorrectlyinl2movementtasks，Thisin-

dicatedthatnoviceswouldnothavedifficultyleamingtheskillsofthesemovementsandvisualinstructionwould

beeffectiveinimprovingthem・Inother7movementtasks,therewerenottendenciesthatthenumberofthepar‐

ticipantswhoperfbrmedcorrectlywasmorethanthatoftheparticipantswhoperfbrmedincorrectly、Thisindicat-

editwasnoteasyfbrnovicestoleamthesemovements．
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１はじめに

我が国で生まれた柔道は，競技として国際的な発展を

みせるとともに，学校の教科では，保健体育において運

動の種目として役割を担ってきた。そして，新たな学習

指導要領では武道が必修として扱われることとなった

(文部科学省,2008)。授業における柔道の指導は，未熟

練者に対する指導や基礎・基本の指導を重視し，無理な

く技能を向上させることが重要であると考えられる。武

道が必修となり，柔道の授業では運動の特性を踏まえて

基礎的指導を充実させ，これまで以上にいろいろな生徒

に対応した指導が求められるといえる。

柔道は，組み合い技を用いて攻防することに運動構造

的な特‘性があり，柔道の技能向上のためには，技を習得

することが重要であるといえる。柔道の授業では，基本

となる技を習得して，そのなかから得意技を身につける

ように発展させる。限られた授業時間のなかで，いくつ

かの技を身につけ得意技に発展させるためには，効果的

に技を習得できるような指導法や練習法の工夫が必要で

あるといえる。

技の指導法や練習法の工夫にあたっては，技を構成す
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る動作のどこに着目し運動課題とするかが重要になると

考えられる。まず，技の運動経過全体を運動課題として

指導することは，技を習得するうえで技の全体像を理解

するために必要であると考えられる。また，技の運動経

過のなかで難しい動作や間違いやすい動作を取りあげ，

これを運動課題とすることは，誤った動作を運動修正す

るうえで効果的であると考えられる。このように，技の

運動経過から運動課題を明確にすることは，課題の簡易

化など，運動の楽しさを味わわせながら，無理なく段階

的に技能を向上させるための工夫につながると考えられ

る。

未熟練者が柔道の技を学習するに際しては，技にそれ

ぞれ誤った動作がみられることが指摘されている（本

村,2003;鮫島ら，2006;竹内，1997)。このような動作の

誤りが修正されず，動作を正しく習得することが難しい

ときには，技の学習に際してつまずきに結びつきやすい

ものと考えられる。誤った運動のし方をする動作に対し

ては，つまずきにつながらないよう適切な指導が必要に

なるといえる。誤りがみられる動作を運動課題とするこ

とにより，誤った動作を運動修正し効果的に技を習得さ

せることが期待できる。
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基本的な投げ技にみられる動作の誤りとしては，膝車

と支え釣り込み足は相手を押すようにして投げる，大外

刈りは身体を振りすぎる，小内刈りは腰が曲がる，体落

としは釣り手の肘が上がる,大内刈りは刈る位置が高い，

背負い投げは回転が不十分でうまく背負うことができな

い，払い腰は腰が深すぎて脚をうまく払うことができな

いなどが指摘されている（本村,2003;鮫島ら，2006;竹

内,1997)。

このように指導書において，投げ技における動作の誤

りについての指摘がみられるものの，誤りがみられる動

作を運動課題とした指導の運動修正への効果については

言及されていない。また，未熟練者の技の指導に関する

研究には，技の指導順に関するもの（矢野,1998）や練

習法について呼吸と動作との関連から検討したもの（出

口,2001）などがみられる。しかし，未熟練者の運動課

題について運動修正に着目した研究はみられない。

本研究の目的は，未熟練者の指導における投げ技の運

動課題ついて，運動修正に着目し検討することである。

本研究においては，柔道の技のなかで投げ技を検討の対

象とする。投げ技は固め技に比べ技の数が多く，柔道の

練習では通常投げ技に時間を多く充てることを考慮し

た。被験者は，柔道の授業を履修している生徒とし，授

業場面でデータを収集する。授業で履修している生徒の

多くは，運動部活動などで柔道を行ってはおらず，初心

者レベルの技能であり未熟練者であるといえる。

本研究において，未熟練者の指導における投げ技の運

動課題について,運動修正に着目し検討することにより，

運動課題の特性や有効‘性などを明らかにすることができ

ると考える。これは，教材づくりなどの指導法や練習法

の工夫に役立てることができ，投げ技を効果的に習得さ

せるための適切な授業の改善に役立つと考えられる。

２方法

(1)被験者

被験者は，柔道の授業を履修している高等学校１年生

28名である。被験者のなかで運動部活動や道場などで

定期的に柔道の練習をしている者はいない。被験者２８

名のうち，中学校の授業で柔道を経験している者は２７

名である。しかしこれらの者は，運動部活動での経験者

のように柔道に熟練しているとはいえず，初心者レベル

の技能であり未熟練者であるといえる。

(2)検討対象の投げ技と動作

検討する投げ技は，大内刈り，体落とし，背負い投げ，

払い腰である。投げ技は系統別にまとめることができる

(本村,2003;文部科学省,2008）ことから，それぞれの

系統から検討対象とする投げ技を選択した。すなわち，
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刈り技系からは大内刈り，まわし技系からは体落とし，

および背負い投げ，払い技系からは払い腰である。

検討対象とする運動課題は，未熟練者が誤りやすい動

作を柔道の指導関係書（本村,2003;鮫島ら，2006;竹内，

1997）から抽出し，その中から外観法により静止画とし

て観察可能なものを選択し設定した。検討対象とする投

げ技の運動課題，およびその正しい動作と誤った動作は

表１に示す。

(3)手続き

高等学校の柔道の授業において，授業担当教諭の許可

のもと柔道の授業時間の一部を用いて，投げ技のかかり

練習と約束練習をビデオ収録した。授業担当教諭と受講

生徒に対しては，研究の趣旨と概要を説明し研究への協

力について了承を得た。ビデオ収録は，授業に無理が生

じないよう，授業進行に合わせて投げ技を配列し行なっ

た。

かかり練習と約束練習のビデオ収録はそれぞれの投げ

技について，２回の授業で行なった。試行は，２回の授

業ともそれぞれ,かかり練習４回と約束練習１回である。

最初の授業では，試行の前に授業担当教諭が技の掛け方

について，組んでから投げ終えるまで技全体の運動経過

を示範することにより１回目の指導を行った。次の授業

では，試行の前に授業担当教諭が検討対象とする運動課

題について，誤った動作，および正しい動作を図示して

２回目の指導を行った。このように，技全体の運動経過

および運動課題個々の指導は，視覚的に運動を呈示する

ことにより行った。

(4)分析

投げ技のかかり練習と約束練習を収録したビデオ映像

により，検討対象の動作について，外観法による印象分

析（マイネル，1981）を行なった。動作が正しいか誤り

であるかについての判定は，柔道７段と３段の者が行な

い，かかり練習４回と約束練習１回のうち３回の試行に

表１検討対象とした投げ技の運動課題

技名 運動課題 正しい動作 誤った動作

刈る（足の位置） 膝・下腿を刈る大腿を刈る

大内刈り刈る（足のかたち） 足首を伸ばす足首を曲げる

上体の動作（前後の傾き）腰が伸びる 腰が曲がり前に傾く

前回りさばき（支持）両足支持 片足支持

かつぐ 腰に乗せない腰に乗せる

体落とし釣る 釣り上げる 回す（肘が上がる）

上体の動作（前後の傾き）腰が伸びる 腰が曲がり前に傾く

上体の動作（横の傾き）腰が伸びる 腰が曲がり横に傾く

前回りさばき（反転）反転が十分 反転が不十分

前回りさばき（足の位置）肩幅程度 広い

膝で支持
背負い投げ

背中に乗せる片方の肩に乗せるかつぐ

前回りさばき（支持）両足で支持

釣り手の動作 相手の脇の下にたたむ釣り上げる

上体の動作（前後・横の傾き）直立する 傾く

前回りさばき（反転）反転が十分 反転が不十分

前回りさばき（足の位置）軸足の位置が適切軸足の位置が深い

払い腰払う（位置） 下腿を払う 大腿を払う

釣り手の動作 釣り上げる 相手の脇の下にたたむ

上体の動作（前後の傾き）腰が伸びる 腰が曲がり前に傾く
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同じ傾向がみられ両者の意見が一致したものを採用し

た。１回目の指導後と２回目の指導後における，動作を

正しく行う者と誤って行う者の人数を集計した。人数の

偏りの検定には，二項検定を用いた。

３結果

(1)大内刈り

大内刈りの運動課題における指導の効果について，動

作を正しく行なった者と誤って行なった者の人数を図１

に示す。

刈る動作における足の位置については，１回目の指導

後は人数の偏りがみられず，動作を正しく行う人数と誤

って行う人数に差はないといえる。２回目の指導後は人

数の偏りが有意であった（両側検定,ｐ＜,01)。図１に

よると，２回目の指導後は，正しい者24名，誤りの者

４名であり，動作を正しく行う者が誤って行う者に比べ

多いといえる。１回目の指導後に比べ２回目の指導後は，

大腿部を刈る誤った動作が運動修正され，膝や下腿部を

刈る正しい動作を行う者が増えたといえる。

刈る動作における足のかたちについては，１回目の指

導後および２回目の指導後いずれにおいても人数の偏り

が有意であった（両側検定,ｐ＜、01)。図１によると，

１回目の指導後は，正しい者２名，誤りの者26名，２

回目の指導後は，正しい者４名，誤りの者24名であり，

１回目の指導後および２回目の指導後いずれにおいて

も，動作を誤って行う者が正しく行う者に比べ多いとい

える。２回目の指導後においても，足首を伸ばす正しい

動作に比べ足首が曲がる誤った動作を行う者が多い傾向

は改善されず，足首を伸ばす正しい動作を行う者が増え

る傾向はみられなかった。

上体の動作における前後の傾きについては，１回目の

指導後および２回目の指導後いずれにおいても人数の偏

りが有意ではなかった。１回目の指導後および２回目の

指導後いずれにおいても，動作を正しく行う人数と誤っ

て行う人数に差はないといえる。１回目と２回目の指導

後で,直立するように腰が伸びる正しい動作を行う者と，

腰が曲がり前傾する誤った動作を行う者の人数に差がみ

られない傾向は変わらなかった。

(2)体落とし

体落としの運動課題における指導の効果について，動

作を正しく行なった者と誤って行なった者の人数を図２

に示す。

前回りさばきにおける支持動作については，１回目の

指導後（両側検定,ｐ＜､05）および２回目の指導後（両

側検定,ｐ＜・Cl）のいずれにおいても人数の偏りが有意

であった。図２によると，１回目の指導後は，正しい者

－５１－

21名，誤りの者７名，２回目の指導後は，正しい者２４

名，誤りの者４名であり，１回目の指導後および２回目

の指導後いずれにおいても，動作を正しく行う者が誤っ

て行う者に比べ多いといえる。１回目と２回目の指導後

で，片足で支持する誤った動作に比べ両足で支持する正

しい動作を行う者が多い傾向は変わらなかった。

かつぐ動作については，１回目の指導後および２回目

の指導後のいずれにおいても人数の偏りが有意であった

(両側検定,ｐ＜､０１)。図２によると，１回目の指導後は，

正しい者22名，誤りの者６名，２回目の指導後は，正

しい者27名，誤りの者１名であり，１回目の指導後お

よび２回目の指導後いずれにおいても，動作を正しく行

う者が誤って行う者に比べ多いといえる。１回目と２回

目の指導後で，腰に乗せる誤った動作に比べ，腰に乗せ

ない正しい動作行う者が多い傾向は変わらなかった。

釣る動作については，１回目の指導後および２回目の

指導後のいずれにおいても人数の偏りが有意であった

(両側検定,ｐ＜､01)。図２によると，１回目の指導後は，

正しい者27名，誤りの者１名，２回目の指導後は，正

しい者27名，誤りの者１名であり，１回目の指導後お

よび２回目の指導後いずれにおいても，動作を正しく行

う者が誤って行う者に比べ多いといえる。１回目と２回

目の指導後で，肘が上がり回すように釣る誤った動作に

比べ，肘を下げ釣り上げる正しい動作行う者が多い傾向

は変わらなかった。

上体の動作における前後の傾きについては，１回目の

指導後は人数の偏りがみられず，動作を正しく行う者と

誤って行う者の人数に差はないといえる。２回目の指導

後は人数の偏りが有意傾向であった（両側検定,､０５＜Ｐ

＜・１０)。図２によると，２回目の指導後は，正しい者１９

名，誤りの者９名であり，動作を正しく行う者が誤って

行う者に比べ多いといえる。１回目の指導後に比べ２回

目の指導後は，腰が曲がり前に傾きすぎる誤った動作が

運動修正され，直立するように腰が伸びる正しい動作を

行う者が増えたといえる。

上体の動作における横の傾きについては，１回目の指

導後は人数の偏りがみられず，動作を正しく行う者と誤

って行う者の人数に差はないといえる。２回目の指導後

は人数の偏りが有意であった（両側検定,Ｐ＜、０５)。図

２によると，２回目の指導後は，正しい者21名，誤り

の者７名であり，動作を正しく行う者が誤って行う者に

比べ多いといえる。１回目の指導後に比べ２回目の指導

後は，腰が曲がり横に傾きすぎる誤った動作が運動修正

され，直立するように腰が伸びる正しい動作を行う者が

増えたといえる。
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(3)背負い投げ

背負い投げの運動課題における指導の効果について，

動作を正しく行なった者と誤って行なった者の人数を図

３に示す。

前回りさばきにおける反転動作については，１回目の

指導後は人数の偏りがみられず，動作を正しく行う者と

誤って行う者の人数に差はないといえる。２回目の指導

後は人数の偏りが有意傾向であった（両側検定,､０５＜ｐ

＜・１０)。図３によると，２回目の指導後は，正しい者１９

名，誤りの者９名であり，動作を正しく行う者が誤って

行う者に比べ多いといえる。１回目の指導後に比べ２回

目の指導後は，身体の反転が不十分な誤った動作が運動

修正され，身体の反転が十分な正しい動作を行う者が増

えたといえる。

前回りさばきにおける足の位置については，１回目の

指導後および２回目の指導後いずれにおいても人数の偏

りが有意ではなかった。１回目の指導後および２回目の

指導後いずれにおいても，動作を正しく行う者と誤って

行う者の人数に差はないといえる。１回目と２回目の指

導後で，腰が曲がり前傾する誤った動作を行う者と，直

立するように腰が伸びる正しい動作を行う者の人数に差

がみられない傾向は変わらなかった。

前回りさばきにおける支持動作については，１回目の

指導後および２回目の指導後のいずれにおいても人数の

偏りが有意であった（両側検定,Ｐ＜､01)。図３による

と，１回目の指導後は，正しい者27名，誤りの者１名，

２回目の指導後は，正しい者27名，誤りの者１名であ

り，１回目の指導後および２回目の指導後いずれにおい

ても，動作を正しく行う者が誤って行う者に比べ多いと

いえる。１回目と２回目の指導後で，膝で支える誤った

動作に比べ，両足で支える正しい動作を行う者が多い傾

向は変わらなかった。

かつぐ動作については，１回目の指導後および２回目

の指導後いずれにおいても人数の偏りが有意ではなかっ

た。１回目の指導後および２回目の指導後いずれにおい

ても，動作を正しく行う者と誤って行う者の人数に差は

ないといえる。１回目と２回目の指導後で，片方の肩に

乗せてかつぐ誤った動作を行う者と，背中に乗せてかつ

ぐ正しい動作を行う者の人数に差がみられない傾向は変

わらなかった。

釣り手の動作については，１回目の指導後および２回

目の指導後のいずれにおいても人数の偏りが有意であっ

た（両側検定,Ｐ＜､01)。図３によると，１回目の指導

後は，正しい者28名，誤りの者０名，２回目の指導後

は，正しい者28名，誤りの者０名であった。１回目の

指導後および２回目の指導後いずれにおいても，すべて

の者が，相手の脇の下に腕をたたむ正しい動作を行い，

－５２－

上に釣り上げるように釣る誤った動作を行う者はいなか

った。

上体の動作における前後・横の傾きについては，１回

目の指導後および２回目の指導後いずれにおいても人数

の偏りが有意ではなかった。１回目の指導後および２回

目の指導後いずれにおいても，動作を正しく行う者と誤

って行う者の人数に差はないといえる。１回目と２回目

の指導後で，腰が曲がり前後または横に体が傾く誤った

動作を行う者と，直立するように腰が伸びる正しい動作

を行う者の人数に差がみられない傾向は変わらなかっ

た。

(4)払い腰

払い腰の運動課題における指導の効果について，動作

を正しく行なった者と誤って行なった者の人数を図４に

示す。

前回りさばきにおける反転動作については，１回目の

指導後，人数の偏りが有意傾向であった（両側検定,.０５

＜ｐ＜､01)。図４によると，１回目の指導後は，正しい

者９名，誤りの者１９名であり，動作を誤って行う者が

正しく行う者に比べ多いといえる。２回目の指導後は人

数の偏りがみられず，動作を正しく行う者と誤って行う

者の人数に差はないといえる。１回目の指導後に比べ２

回目の指導後は，身体の反転が不十分な誤った動作が運

動修正され，身体の反転が十分な正しい動作を行う者が

増えたといえる。

前回りさばきにおける足の位置については，１回目の

指導後（両側検定,ｐ＜､05）および２回目（両側検定,ｐ

＜､０１）の指導後のいずれにおいても人数の偏りが有意

であった。図４によると，１回目の指導後は，正しい者

23名，誤りの者５名，２回目の指導後は，正しい者２８

名，誤りの者０名であり，１回目の指導後および２回目

の指導後いずれにおいても，動作を正しく行う者が誤っ

て行う者に比べ多いといえる。１回目と２回目の指導後

で，軸足の位置が深い誤った動作に比べ，軸足の位置が

適切な正しい動作行う者が多い傾向は変わらなかった。

払う位置については，１回目の指導後および２回目の

指導後のいずれにおいても人数の偏りが有意であった

(両側検定,ｐ＜､01)。図３によると，１回目の指導後は，

正しい者28名，誤りの者０名，２回目の指導後は，正

しい者28名，誤りの者０名であった。１回目の指導後

および２回目の指導後いずれにおいても,すべての者が，

下腿部を払う正しい動作を行い，大腿部を払う誤った動

作を行う者はいなかった。

釣り手の動作については，１回目の指導後（両側検

定,ｐ＜､05）および２回目の指導後（両側検定,ｐ＜､01）

のいずれにおいても人数の偏りが有意であった。図４に
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図'３

よると，１回目の指導後は，正しい者24名，誤りの者

４名，２回目の指導後は，正しい者28名，誤りの者０

名であり，１回目の指導後および２回目の指導後いずれ

においても，動作を正しく行う者が誤って行う者に比べ

多いといえる。１回目と２回目の指導後で，相手の脇の

下に腕をたたむ誤った動作に比べ，釣り上げる正しい動

作を行う者が多い傾向は変わらなかった。

上体の動作における前後の傾きについては，１回目の

指導後,人数の偏りが有意であった(両側検定,Ｐ＜,05)。

図４によると，１回目の指導後は，正しい者８名，誤り

の者20名であり，動作を誤って行う者が動作を正しく

行う者に比べ多いといえる。２回目の指導後は人数の偏

りがみられず，正しい動作および誤った動作を行う人数

に差はないといえる。’回目の指導後に比べ２回目の指

導後は,腰が曲がり前に傾く誤った動作が運動修正され，

直立するように腰を伸ばす正しい動作を行う者が増えた

といえる。
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大内刈り，体落とし，背負い投げ，および払い腰にお
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回目の指導は，運動課題それぞれについて正しい動作お

よび誤った動作を図示して行った。

１回目の指導，２回目の指導後いずれにおいても動作

を正しく行う者が誤って行う者に比べ多い傾向を示した
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指導を行うことが運動修正に効果的であるといえる。し

たがって，これらの運動課題は，１回目の指導後に誤る

者が多い傾向は示さないので未熟練者にとって技能の習

得が難しいとはいえない。そして，適切な指導により運

動修正がなされ，技能がさらに改善されてくる傾向があ

るといえる。

１回目の指導後には動作を正しく行う者より誤って行

う者が多い傾向を示し，２回目の指導後は動作を正しく

行う者と誤って行う者の人数に偏りがみられなかったの

は，払い腰における前回りさばき（反転)，および上体

の動作（前後の傾き）であった。これらの運動課題にお

いては，１回目の指導後は誤った動作を行う者が多いが

２回目の指導後正しい動作が増える傾向がみられ，運動

経過全体の指導だけでなく，運動課題個々の指導を行う

ことが運動修正に効果的であるといえる。したがって，

これらの運動課題は，１回目の指導後は誤る者が多いこ

とから未熟練者にははじめ技能の習得が難しいといえ

る。しかし，適切な指導により運動修正がなされ，技能

が改善されてくる傾向があるといえる。

１回目の指導後および２回目の指導後のいずれにおい

ても，動作を正しく行う者より誤って行う者の人数が多

い傾向を示したのは，大内刈りにおける刈る（足のかた

ち）であった。この運動課題は，１回目の運動経過全体

の指導後，２回目の運動課題個々の指導後いずれも動作

を誤って行う人数が多く，未熟練者にとって技能の習得

が難しいといえる。この運動課題においては，運動経過

全体の指導および運動課題個々の指導が運動修正への効

果を示さず，技能が改善する傾向はみられない。この運

動課題の指導に際しては，どのような指導法が運動修正

をうながし技能向上に効果的であるか検討することが必

要であると考える。ところで，大内刈においては，足関

節を屈曲させて刈ることが誤りであるとする指摘（本

村,2003;鮫島ら，2006）がある一方，技は異なるが払い

腰などでは，足関節を屈曲させて掛ける一流選手の方法

がみられる（岡野ら,1978)。大内刈りの未熟練者指導に

おいて，足関節を屈曲させた刈る動作を修正することが

適切であるか検討が必要であると考える。

１回目の指導後および２回目の指導後のいずれにおい

ても，正しい動作を行う人数と誤った動作を行う人数に

偏りがみられなかったのは，大内刈りにおける上体の動

作（前後の傾き），背負い投げにおける前回りさばき

(足の位置)，かつぐ，および上体の動作（前後・横の傾

き）であった。これらの運動課題は，１回目の指導後お

よび２回目の指導後のいずれにおいても正しく行う者が

多い傾向を示さないので，未熟練者にとって習得が容易

であるとはいえない。また，１回目の指導後に比べ２回

目の指導後正しい動作が増える傾向がみられず，運動課

－５４－

題個々の指導をしても運動修正に効果があるとはいえな

かった。これらの運動課題の指導に際しては，どのよう

な指導法が技能向上に効果的であるか検討が必要である

と考える。なお，背負い投げでは，足の位置，かつぐ動

作，および上体の動作を適切に指導する方法として，分

習法的な指導法があることが指摘されている（三戸，

2008)。

５結論

本研究において，未熟練者の指導における投げ技の運

動課題について，運動修正に着目し検討を行なった。検

討した投げ技と運動課題は，大内刈りにおける刈る（足

の位置)，刈る（足のかたち)，および上体の動作（前後

の傾き)，体落としにおける前回りさばき（支持)，かつ

ぐ，釣る，上体の動作（前後の傾き)，および上体の動

作（横の傾き），背負い投げにおける前回りさばき（反

転)，前回りさばき（足の位置)，前回りさばき（支持)，

かつぐ，釣り手の動作，および上体の動作（前後・横の

傾き)，払い腰における前回りさばき（反転)，前回りさ

ばき（足の位置)，払う（位置)，釣り手の動作，および

上体の動作（前後の傾き）である。柔道の授業を受講し

ている高校生を対象に，動作を正しく行う者と誤って行

う者の人数を比較・分析した。動作を検討するために２

名の柔道専門家が，かかり練習と約束練習のビデオ映像

を外観法により印象分析を行った。かかり練習および約

束練習に先立ち，最初の授業では示範を用いた技の運動

経過全体の指導，次の授業では図を用いた個々の運動課

題について指導を行った。

投げ技の運動課題について動作を正しく行う者と誤っ

て行う者の人数を分析した結果，次のような知見が得ら

れた。

１２の運動課題は，指導後動作を正しく行う者が多い

傾向を示し，未熟練者にとって技能を習得しやすいこと

が示唆された。これら12の運動課題のうち体落としに

おける，前回りさばき（支持)，かつぐ，および釣る，

背負い投げにおける，前回りさばき（支持)，および釣

り手の動作,払い腰における，前回りさばき（足の位置)，

払う（位置)，および釣り手の動作の８つは，運動経過

全体および運動課題個々の指導後いずれにおいても動作

を正しく行う者が多い傾向がみられた。この８つの運動

課題においては運動経過全体および運動課題個々の指導

が技能の習得に効果的であることが示唆された。

動作を正しく行う者が多い傾向を示した12の運動課

題のうち，大内刈りにおける刈る（足の位置)，体落と

しにおける上体の動作（前後の傾き），および上体の動

作（横の傾き)，背負い投げにおける前回りさばき（反

転）の４つは，運動経過全体の指導後には動作を正しく
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行う者と誤って行う者の人数に差はみられなかった。し

かし，運動課題個々の指導後には運動修正がみられ動作

を正しく行う者が多い傾向がみられた。これら４つの運

動課題においては，運動課題個々の指導が運動修正をう

ながし技能の習得に効果的であることが示唆された。

他の７つの運動課題は，指導後動作を正しく行う者が

多い傾向を示さず，未熟練者にとって技能の習得が容易

ではないことが示唆された。これら７つの運動課題のう

ち，払い腰における前回りさばき（反転)，および上体

の動作（前後の傾き）の２つは，運動経過全体の指導後

には動作を誤って行う者が多い傾向がみられた。運動課

題個々の指導後には運動修正がみられ動作を正しく行う

者と誤って行う者の人数に差はなくなるものの，動作を

正しく行う者が多い傾向はみられなかった。

動作を正しく行う者が多い傾向を示さない７つの運動

課題のうち,大内刈りにおける上体の動作(前後の傾き)，

背負い投げにおける前回りさばき（足の位置)，かつぐ，

および上体の動作（前後・横の傾き）の４つは，運動経

過全体の指導後,および運動課題個々の指導後において，

動作を正しく行う者と誤って行う者の人数に差がみられ

なかった。また，大内刈りにおける刈る（足のかたち）

は，運動経過全体および運動課題個々の指導後いずれに

おいても動作を誤って行う者が多い傾向を示し，技能の

習得が難しい運動課題であると考えられる。これら７つ

の運動課題においては，運動経過全体および運動課題

個々の指導による技能の習得の効果は示されなかった。

本研究で得られた知見は，授業などにおける未熟練者

の指導法の改善に資すると考える。本研究においては，

視覚的に運動を呈示することにより，技全体の運動経過

と運動課題個々の指導を行った。今後の研究の発展とし

ては，本研究において指導の効果が低かった運動課題に

ついて，どのような指導法が有効であるか検討すること

があげられる。
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